
　
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
平

和
の
構
築
・
維
持
に
貢
献
し

た
個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
る

沖
縄
平
和
賞
の
第
二
回
授
賞

稲嶺恵一知事から沖縄平和賞の賞状などを贈られた菅波茂

代表＝22日午後３時半ごろ、名護市の万国綿梁館
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ア
ム
ダ
に
沖
縄
平
和
寛
贈
呈

式
が
二
十
二
日
午
後
、
名
護

市
の
万
国
津
菜
館
で
開
か
れ

た
。
受
貧
者
の
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ア
ム
ダ
（
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
＝
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

会
、
岡
山
県
）
の
苛
波
茂
代

表
は
受
賞
あ
い
さ
つ
で
、
血

縁
共
同
体
の
つ
な
が
り
が
強

い
沖
縄
の
特
徴
を
生
か
し
た

平
和
貢
献
や
知
事
外
交
の
サ

ミ
ッ
ト
開
催
な
ど
三
項
目
を

　
「
沖
縄
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
世
界

平
和
三
位
一
体
構
想
」
と
し

て
提
案
。
県
と
ア
ム
ダ
が
協

力
し
て
国
際
社
会
や
平
和
に

貢
献
す
る
こ
と
を
呼
び
掛
け

た
。
（
２
、
2
5
面
に
関
連
）

　
授
賞
式
で
、
沖
縄
平
和
賞

委
員
会
会
長
の
稲
嶺
恵
一
知

事
は
「
賞
を
通
し
、
平
和
を

希
求
す
る
沖
縄
の
心
を
世
界

に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
平

和
の
構
築
、
維
持
に
貢
献
す

る
活
動
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
沖
縄
が
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
の
平
和
の
交
流
拠
点

と
な
る
こ
と
を
目
指
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
尚
弘
子
副
委
員
長
は
「
ア

ム
ダ
の
活
動
の
根
底
に
あ
る

相
互
扶
助
の
精
神
と
、
多
作

性
の
共
存
と
い
う
目
標
は
、

県
の
持
つ
歴
史
的
、
文
化
的

特
性
な
ど
を
反
映
し
て
恒
久

平
和
の
創
造
に
貢
献
す
る
も

の
と
し
て
創
設
さ
れ
た
賞
の

趣
旨
に
通
ず
る
」
と
、
選
考

理
由
を
報
告
し
た
。

　
苛
波
代
表
に
賞
状
と
副
賞

の
一
千
万
円
、
ア
ム
ダ
沖
縄

支
部
の
大
仰
良
一
支
部
長
に

記
念
品
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。

　
沖
縄
尚
早
付
属
中
学
三
年

の
照
屋
至
宝
さ
ん
が
平
和
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
詩
を

朗
読
。
県
内
四
百
三
十
六
小

中
学
校
、
十
五
万
二
千
五
百
五

十
三
人
が
制
作
に
携
わ
っ
た

平
和
の
折
り
鶴
が
、
児
童
・
生

徒
代
表
四
人
か
ら
贈
ら
れ
た
。

　
授
賞
式
後
、
苛
波
代
表
の

記
念
講
演
な
ど
や
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
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